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長崎県土木部建設企画課長 

 
 
 
「総合評価落札方式（若手技術者育成型）における「施工計画」の取扱い」に

ついて 

 

総合評価落札方式（若手技術者育成型）における施工計画（提出様式様式２号）につい

て記載内容等の取扱いについて下記とおりとする。 

 

１．目的 

総合評価落札方式（若手技術者育成型）は若手技術者の育成を図るため、若手技術者で

も参加可能となる入札方式であることから、基本的なこととして企業が、発注者の示す設

計図書に基づき、適切で確実な施工実施能力を有しているか把握するために行うもの。 

 



２．記載内容 

標準より優れた手法や工事の品質向上を求める技術提案とは違い、当該工事において、

発注者が求めた「重点的に配慮すべき事項」に対し、公告文にある現場条件及び設計図書

を踏まえて記載するものであり、施工着手前に監督職員に提出する施工計画書に記載する

内容程度を求める。（参考「施工計画書の作成の手引き 平成２１年４月」） 

 

３．「重点的に配慮すべき事項」について 

「重点的に配慮すべき事項」は、当該工事において特に配慮すべき点について、以下の

６項目から１項目を発注者が選択し、公告文に記載する。 

① 安全管理について 

② 施工方法について 

③ 施工管理計画について 

④ 交通管理について 

⑤ 工程管理について 

⑥ その他（※別途内容を記載） 

 

４．「重点的に配慮すべき事項」に対する現場条件 

３．で選択した項目に対し、その項目を選択した理由や当該工事で留意すべき内容、ま

た設計図書だけではうかがえない内容等を現場条件として１～２項目発注者が公告文に記

載する。（参考「別紙－１」） 

 

５．評価方法 

設計図書を満足し、発注者が求めた「重点的に配慮すべき事項」に対して、現場条件に

踏まえ、記載内容が適切かどうかで判断し、適切ならば加点（４点）、不適切あるいは未記

入等加点に値しない場合は０点とする。（参考「表－１」） 
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別紙－１ 

「重点的に配慮すべき事項」に対する現場条件の記載例 

 

（安全管理について） 

・現場条件○ 高所作業に対する配慮が必要。 

・現場条件○ 施工ヤード（区域）が限られているため重機作業に対する安全配慮が必要。 

 

（施工方法について） 

・現場条件○ 現場は湧水が多い。 

・現場条件○ 大量のコンクリート打設が発生する。 

 

（施工管理計画について） 

・現場条件○ 大量の切土及び高切土施工である。 

・現場条件○ 軟弱地盤上の施工である。 

 

（交通管理について） 

・現場条件○ 付近には小学校があり特に通学、通勤時の通行人に対し注意が必要。 

・現場条件○ ○○間から○○間は通勤時一般交通が特に多い。 

 

（工程管理について） 

・現場条件○ 先行発注の○○工事があり、調整が必要。 

・現場条件○ 次工事の予定があるため工期に余裕がなく工程に注意が必要 

・現場条件○ 資材不足が予想されるため調達に配慮した工程が必要 

・現場条件○ 施工ヤード（区域）が限られているため重機作業に対する工程配慮が必要 

 

（その他（※別途内容を記載）） 

・現場条件○  

・現場条件○  

 
 
 
 
 
 
 
 



表－１      

不適切な事例（０点評価） 

 

番号 区分 枝番号 不適切な具体的事例 

（１） 資料の全部又は一部が提出されていない場合

（２） 求められた資料とは無関係な書類である場合

１ 未提出であると認めら

れる場合 

(未提出であると同視で

きる場合を含む) 

（３） 他の工事の資料である場合 

（１） 記載すべき事項の全部又は一部が記載されて

いない場合 

２ 記載すべき事項が欠け

ている場合・誤りがある

場合 （２） 工事名・会社名・「重点的に配慮すべき事項」

の記載に誤りがある場合 

３ 別途添付書類等が添付

されていた場合 

（１） 別途添付書類等は認めていないため、求めて

いる様式以外の資料が添付されていた場合 

（１） 記載された「施工計画」の文字数が４００文

字を超える場合 

（２） 記載された「施工計画」に明らかな誤りがあ

る場合 

（３） 記載された「施工計画」が、発注者求めた「重

点的に配慮すべき事項」に対して要件を満た

していない場合 

（４） 記載された「施工計画」が、現場条件に反す

る場合、また発注者が示した現場条件が記載

内容に考慮されていない場合 

４ 記載された「施工計画」

が不適切な場合 

（５） その他 

 

 



様式２号：施工計画

重点的に配慮すべき事項

　現場条件１

　現場条件２

※入札公告「評価の基準」、「技術資料作成要領」参照

文字数 397

付近には小学校があり特に通学、通勤時の通行人に対し注意が必要

○○間から○○間は通勤時一般交通が特に多いため資材の搬入、搬出時注意が必
要

○○地区○○工事（○工区）

交通管理について

１．安全な工事を進めるための、責任者・管理者・作業主任者等を選定すること
で、責任体制を明確にします。
２．一般交通を開放したままの施工となるため、№○○～№○○周辺並びに○○
小学校通学路となる○○付近は特に注意し、施工に先立ち標識安全施設等の設置
場所を○○と○○に設置し、状況に応じ設置換え等を行い、また工事期間中、毎
日工事開始前及び昼作業開始前に安全巡視を行い、さらに○○警察署、道路管理
者等の関係者及び関係機関と緊密な連絡を取ることで、工事現場、その周辺の一
般交通及び一般通行人等の安全が確保できます。
３．工事用車両によるＶ＝○○ｍ３の土砂搬出、側溝Ｌ＝○○ｍ等の資材の搬
入、施工機械などの輸送が発生するため、輸送経路を○○町～○○町とし、輸送
は交通量の少ない○○時～○○時に行い、交通誘導員を○○と○○に２名配置
し、その他安全輸送上の事項について計画をたてることで災害の未然防止を図り
ます。

工　事　名：

商号または
名　　  称： ○○建設株式会社




